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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
遊技台を並設した遊技島に配設される円板状体搬送装置を、
搬送フレームの一端と他端にプーリを回転自在に軸支し、プーリに無端ベルトを巻回し、
他端に設けた駆動モータにて無端ベルトを駆動させ、搬送フレームの搬送面に両プーリ間
に巻回して張架させた無端ベルトに円板状体を乗載させて搬送するように構成し、
搬送フレームの搬送面の任意の位置に、無端ベルトと搬送フレームの隙間に侵入した円板
状体を排除する円板状体排除手段を設けた円板状体搬送装置であって、
前記円板状体排除手段は、
断面Ｈ形状から成る搬送フレームの搬送面の任意の位置に開口部を設け、
該開口部に山形状の傾斜部を形成すると共に傾斜部の先端の両側壁に円板状体排出口を設
けて成り、
前記無端ベルトの裏面と前記搬送フレームの搬送面との隙間に侵入した円板状体を、前記
開口部に設けた傾斜部による滑動で何れかの円板状体排出口から排除する構成としたこと
を特徴とする円板状体搬送装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、搬送フレームの一端と他端にプーリを回転自在に軸支し、該プーリに無端ベル
トを巻回して張架させ、他端側に設けた駆動モータにて無端ベルトを駆動させるように成
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した円板状体搬送装置に関わり、さらに詳しくは遊技台（例えば、パチスロ台）から排出
する円板状体（メダル類）又は遊技媒体貸出機から排出する円板状体（硬貨類）を遊技島
端部まで回収する円板状体搬送装置であって、任意の位置に設けた円板状体排除手段によ
り前記無端ベルトの裏面に侵入した円板状体（メダル類又は硬貨類）等を排除することを
可能にした円板状体排除手段付き円板状体搬送装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
通常、遊技店の遊技島においては複数の遊技台と遊技媒体貸出機とが隣接して並設されて
いる。さらに遊技台と遊技媒体貸出機とから成る遊技島内部には種々の遊技設備が備えら
れている。例えば、遊技台に隣接した位置に貨幣台間玉貸機を設置した場合、該貨幣台間
玉貸機に投入された円板状体の硬貨類（例えば、１００円又は５００円）を遊技島端部ま
で回収搬送する必要があり、該貨幣台間玉貸機の背面に種々の構成の円板状体搬送装置が
設けられている。一方、遊技島に設置する遊技台を例えばパチスロ台とした場合、該パチ
スロ台内部のメダル類貯留部に上方位置から補給する時又はメダル類貯留部から溢れた円
板状体のメダル類を遊技島端部まで下方位置で回収搬送する必要があり、該パチスロ台の
近傍に種々の構成の円板状体搬送装置が設けられている。
【０００３】
前記貨幣台間玉貸機の背面に設けられた円板状体搬送装置の構成は、一般的には搬送フレ
ームの一端と他端にプーリを回転自在に軸支し、該プーリに遊技島と略同じの長さを有し
た一本の水平状から成る無端ベルトを巻回して張架させ、他端側に設けた駆動モータにて
前記無端ベルトを駆動させるように成して、島端部に設けた円板状体回収箱まで円板状体
の硬貨類を回収搬送させるように成している。
【０００４】
また、前記パチスロ台の近傍に設けられ、該パチスロ台の内部のメダル類貯留部に上方位
置から補給する、又はメダル類貯留部から溢れた円板状体のメダル類を遊技島端部まで下
方位置に回収搬送する遊技媒体搬送装置の構成は、例えば搬送フレームの一端と他端にプ
ーリを回転自在に軸支し、該プーリに遊技島と略同じの長さを有した一本の水平状から成
る無端ベルトを巻回して張架させ、他端側に設けた駆動モータにて前記無端ベルトを駆動
させるように成して、島端部に設けた円板状体回収箱で円板状体のメダル類を回収搬送さ
せる形態から成る構成のものや、搬送フレームの一端と他端にプーリを回転自在に軸支し
、該プーリに遊技台及び遊技媒体貸出機を装着した遊技台ユニットの下方内部に該遊技台
ユニットと略同じ長さを有した水平又は傾斜状態（例えば、右上がり傾斜状態）から成る
無端ベルトを巻回して張架させ、他端側に設けた駆動モータにて前記無端ベルトを駆動さ
せる形態の構成ものとから成している。ここでの円板状体搬送装置は、遊技台ユニットと
略同一長さとしたため、該円板状体搬送装置は、隣接する遊技台ユニットの円板状体搬送
装置の端部を順次連接することにより、円板状体のメダル類は順次下流側の円板状体搬送
装置に受け渡し（移り変わっていく）、これを繰り返して島端まで回収搬送したり、又は
島端から各遊技台及び各遊技媒体貸出機へ補給したりしている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記した何れの形態の円板状体搬送装置においても、円板状体であるメダ
ル類又は硬貨類が誤って乗載している側（上側）の無端ベルトの裏面に回り込んで（侵入
）しまいトラブルが発生してしまう課題があった。つまり、搬送フレームの一端と他端に
プーリを回転自在に軸支し、該プーリに一本の水平又は傾斜状から成る無端ベルトを巻回
して張架させているため、施工時において不慣れな作業員による無端ベルトの張架調整ミ
スや長年使用していると無端ベルトの張りが次第に撓み所々で無端ベルトと搬送フレーム
との間に隙間が生じてしまうことがある。
【０００６】
この撓んだ状態の無端ベルトと搬送フレームとの間の隙間に円板状体のメダル類又は硬貨
類が侵入して隙間に潜り込んだ状態のまま搬送方向先端にあるプーリ付近まで搬送してし
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まうとプーリと無端ベルト（迂回箇所）に潜り込んだメダル類又は硬貨類が詰まり無端ベ
ルトが正常に駆動しなくなる。この状態においては無端ベルト、駆動モータに負荷がかか
ってしまい、無端ベルトが損傷又は切断したり、駆動モータの焼損のトラブル（故障等）
を招き、円板状体搬送装置が正常に機能しなくなる。その結果、営業中においてその遊技
島に設置した円板状体搬送装置が停止してしまうと、遊技台又は遊技媒体貸出機もその間
使用中止となり、修復するにあたっても顧客に離席してもらう等しなくてはならず、顧客
に多大の迷惑をかけてしまう課題があり、早期に改善するよう遊技店側から要望されてい
た。
【０００７】
また、貨幣台間玉貸機の背面に設けられた円板状体搬送装置の場合、無端ベルトの裏面に
侵入した硬貨類によって投入金額と回収した金額の売り上げ額が合わないという課題もあ
り。さらに、上記遊技島内部に設置され円板状体搬送装置の搬送フレームは図示しないが
盗難防止等を考慮して蓋部で覆われており、無端ベルトの隙間に円板状体のメダル類又は
硬貨類が挟まっている状態が発見し難く、未然に防止（無端ベルトの撓み状態を発掘）す
ることが難しいという課題が指摘されていた。
【０００８】
本発明の目的は、円板状体搬送装置において円板状体のメダル類又は硬貨類を搬送フレー
ム内の無端ベルトに乗載して搬送する際、該無端ベルトの隙間から裏面に円板状体のメダ
ル類又は硬貨類が侵入して搬送端部まで搬送しても、搬送先の他端側のプーリの直前の任
意の位置に設けた円板状体排除手段により、該円板状体のメダル類又は硬貨類が円板状体
搬送装置本体外（外部）へ排除されるため、無端ベルトの損傷又は切断及びプーリの破損
、駆動モータの焼損のトラブル（故障等）を未然に防ぐことが出来る円板状体排除手段付
き円板状体搬送装置を提供するものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記、目的を達成するため請求項１記載の円板状体搬送装置は、遊技台を並設した遊技島
に配設される円板状体搬送装置を、搬送フレームの一端と他端にプーリを回転自在に軸支
し、プーリに無端ベルトを巻回し、他端に設けた駆動モータにて無端ベルトを駆動させ、
搬送フレームの搬送面に両プーリ間に巻回して張架させた無端ベルトに円板状体を乗載さ
せて搬送するように構成し、搬送フレームの搬送面の任意の位置に、無端ベルトと搬送フ
レームの隙間に侵入した円板状体を排除する円板状体排除手段を設けた円板状体搬送装置
であって、前記円板状体排除手段は、断面Ｈ形状から成る搬送フレームの搬送面の任意の
位置に開口部を設け、該開口部に山形状の傾斜部を形成すると共に傾斜部の先端の両側壁
に円板状体排出口を設けて成り、前記無端ベルトの裏面と前記搬送フレームの搬送面との
隙間に侵入した円板状体を、前記開口部に設けた傾斜部による滑動で何れかの円板状体排
出口から排除する構成としたものである。
【００１０】
このため、円板状体のメダル類又は硬貨類を円板状体搬送装置の搬送フレーム内に乗載し
ている搬送する途中において撓んだ生じた隙間から円板状体のメダル類又は硬貨類が無端
ベルトの裏面に侵入して（潜り込んで）も、搬送方向の他端側のプーリの直前の任意の位
置に設けた開口部の山形状の傾斜部の斜面から側壁に設けた円板状体排出口から滑り落ち
、該円板状体排出口から円板状体搬送装置の外部に排出されるためプーリ側に搬送される
ことがなくなる。従って、無端ベルトの裏面に侵入した円板状体のメダル類又は硬貨類の
ために無端ベルトが損傷、切断したりすることなく、プーリも破損せず、駆動モータが焼
損したりするトラブル（故障）が未然に防止される。よって、円板状体搬送装置によるト
ラブルが完全になくなり、遊技台又は遊技媒体貸出機も使用中止にすることなく、修復す
るにあたっても顧客に離席してもらう等、顧客に迷惑をかけることがなく営業することが
出来る。
【００１７】
【発明の実施の形態】
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以下、本発明の実施例の形態を図面に基づいて詳述する。図１は、遊技台ユニットを並設
した遊技島に該遊技台ユニットと略同一長さの円板状体搬送装置を備えた正面図である。
尚、ここでは遊技台と遊技媒体貸出機とを装着した遊技台ユニットでの説明としたが遊技
台ユニットに装着しない遊技台と遊技媒体貸出機とを遊技島に配設したものであっても良
い。
【００１８】
始めに、遊技台ユニット２に円板状体搬送装置１０に設けた構成について説明する。先ず
、遊技台ユニット２の構成について簡単に説明する。遊技台ユニット２は、図１に示すよ
うに長方体から成る遊技台枠４内に遊技台１（例えば、パチスロ台）と遊技媒体貸出機３
（例えば、右側の位置に台間メダル類貸出機）とが隣接し一対で備えることが出来る大き
さから形成されている。該遊技台ユニット２の側面には隣り合う左右の遊技台ユニットと
連結する連結手段（図示せず）が設けられ、レイアウト自在と成している。遊技台ユニッ
ト２の遊技台枠４内に遊技台１を設置すると該遊技台１内部のメダル類貯留部１ａから溢
れた円板状体のメダル類Ｍを回収する必要がある。図１に示すように遊技台枠４内の下方
内部に遊技台ユニット２（遊技台枠）と略同一幅（長さ）で且つ傾斜状態（例えば、右上
がり傾斜状態）の円板状体搬送装置１０を下方内部に設けて回収するようにしたものであ
る。該円板状体搬送装置１０は、遊技台枠４の側面フレームに設けたＬ字形状の取付け金
具（図示せず）にて装着自在と成すように取付けられている。
【００１９】
尚、ここでの円板状体搬送装置１０は、遊技台１の内部のメダル類貯留部１ａから溢れた
円板状体のメダル類Ｍを回収する用途に採用した説明としたが、遊技台枠４内の上方内部
に傾斜状態（例えば、左上がり傾斜状態）の円板状体搬送装置１０を上方内部に設けて島
端のメダル類供給部（図示せず）から各遊技台ユニット２のメダル類貯留部１ａに補給す
る用途に採用しても良い。また、円板状体搬送装置１０は、遊技台ユニット２と略同一幅
（長さ）に形成した説明としたが、遊技台ユニットを二台並設した遊技台ユニットとした
場合、円板状体搬送装置１０も当然遊技台ユニット二台分と略同一幅（長さ）に形成した
ものが取り付けられる。
【００２０】
前記円板状体搬送装置１０を遊技台ユニット２の下方内部に装着（取付け）するにあたっ
ては、円板状体搬送装置１０のメダル類受入口１６ｂを低くメダル類排出口１６ａ側を高
くした傾斜状態にして遊技台枠４に設けた取付け金具にメダル類排出口１６ａ側を載せて
取付ける。こうして取付けられた円板状体搬送装置１０は、隣接する円板状体搬送装置１
０と連接され、メダル類排出口１６ａが隣接する円板状体搬送装置１０の端部のメダル類
受入口１６ｂと順次傾斜状態で連結されていくのである。
【００２１】
次に、円板状体搬送装置１０の構成について説明する。該円板状体搬送装置１０は、搬送
フレーム１２の一端と他端に従動プーリ１４とテンションプーリ１４ａ、１４ｂ、１４ｃ
及び駆動プーリ１３を回転自在に軸支し、該従動プーリ１４及び駆動プーリ１３に遊技台
１及び遊技媒体貸出機３を装着した遊技台ユニット２の下方内部に略同じ長さを有した傾
斜状態（例えば、右上がり傾斜状態）から成る無端ベルト１５を巻回して張架させ、他端
側に設けた駆動モータ１７にて駆動させるように成っている。このようにして円板状体搬
送装置１０は、略中央部に設けたメダル類流入ホース１ｂと遊技台１のメダル類貯留部１
ａとが連結されているため、メダル類貯留部１ａから溢れ出たメダル類Ｍはメダル類流入
ホース１ｂ内を流下して無端ベルト１５上に乗載して搬送され、順次下流側に連接された
円板状体搬送装置１０にて受け渡し（移り変わっていく）、搬送されるように成っている
。
【００２２】
そして、最も下流側に設けた円板状体搬送装置１０のメダル類排出口１６ａの下部に設け
られた円板状体回収箱３０に各遊技台１のメダル類貯留部１ａから溢れたメダル類Ｍをこ
こに一括回収（集積）されるのである。尚、ここでの円板状体搬送装置１０は遊技台１の



(5) JP 4386500 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

メダル類貯留部１ａから溢れ出たメダル類Ｍを回収する説明としたが、遊技台１（例えば
、パチンコ台）と遊技媒体貸出機（例えば、貨幣台間玉貸機）に投入された円板状体の硬
貨類（例えば、１００円硬貨、５００円硬貨）を回収するものとして採用しても良い。尚
、遊技台１内のメダル類貯留部１ａから溢れ出たメダル類Ｍをメダル類流入ホース１ｂに
て無端ベルト１５上に乗載する際、一端の従動プーリ１４側が下がっているため従動プー
リ側１４端部付近ににメダル類Ｍが起立した状態で残留してしまうが、一端側端部にメダ
ル類起立防止部材（図示せず）を設けて残留を防止するようにも成っている。
【００２３】
次に、上記した円板状体搬送装置１０の他端側の任意の位置に設けた円板状体排除手段１
１について説明する。円板状体排除手段１１は、円板状体搬送装置１０の他端側寄りの駆
動プーリ１３の直前の任意の位置に設けるのが有効的であるが、特に設ける位置を限定す
るものでない。該円板状体排除手段１１は、図２及び図３に示すように、断面Ｈ形状から
成る搬送フレーム１２内の搬送面１２ａに無端ベルト１５が一端の従動プーリ１４と他端
の駆動プーリ１３とによって巻回して張架させている。搬送フレーム１２内の搬送面１２
ａの任意の位置に矩形状の開口部１１Ａを設け、該開口部１１Ａは頂上部１５ａ及び傾斜
部（傾斜面）１１ａから成る山形状に形成されている。該傾斜部の先端の両側壁１２ｂに
は細長孔形状した円板状体排出口１１ｂが設けられ、無端ベルト１５の搬送方向の裏面に
侵入した円板状体のメダル類Ｍは開口部１１Ａの頂上部１５ａ（搬送面中心）付近でバラ
ンス（ベタ状態から下方傾斜状態）を崩し何れかの傾斜部１１ａ方向に滑動しながら落ち
ていき円板状体排出口１１ｂから円板状体搬送装置１０本体外（外部）に排除されるので
ある。尚、上記した円板状体排除手段１１の構成に限定されるものでない。
【００２４】
よって、仮に無端ベルト１５の裏面にメダル類Ｍが侵入しても直前の位置で排除されるの
で、駆動プーリ１３側に搬送されることがなくなり、無端ベルト１５の裏面に侵入したメ
ダル類Ｍのために無端ベルト１５が損傷、切断したりすることなく、駆動プーリ１３も破
損せず、駆動モータ１７が焼損したりするトラブル（故障）が未然に防止され、各円板状
体搬送装置１０のトラブルが完全になくなり、遊技台１の使用を中止にすることなく、修
復するにあたっても顧客に離席してもらう等、顧客に迷惑をかけることがなく営業するこ
とが出来るように成る。尚、図示しないが各円板状体搬送装置１０本体に設けた円板状体
排除手段１１の円板状体排出口１１ｂから（外部）に排除されたメダル類Ｍはジャバラ樋
等を介して円板状体回収箱等（図示せず）内に回収されるので遊技台ユニット２内で散乱
することがない。また、円板状体排出口１１ｂ付近に検出手段の検出センサ（図示せず）
を設け、外部の報知手段と接続すれば、円板状体排出口１１ｂから（外部）にメダル類Ｍ
を排除されたことが分かる。つまり、外部に報知されたことによってメダル類Ｍが排除さ
れた実態を把握することに出来る訳で円板状体搬送装置１０に張架させている無端ベルト
１５が撓んでいることが発見出来、早期に修復するタイミングを図ることが出来るのであ
る。
【００２５】
次に、遊技台ユニット２に他の実施例の円板状体搬送装置２０に設けた構成について説明
する。該遊技台ユニット２の構成については上述したのでここでの説明は省略する。遊技
台ユニット２の遊技台枠４内に遊技台１を設置すると該遊技台１内部のメダル類貯留部１
ａから溢れた円板状体のメダル類Ｍを回収する必要がある。図５に示すように遊技台１と
遊技媒体貸出機３とを配設した遊技島５の下方内部に島端の一端から他端までを一本の無
端ベルト２５で張架した水平状態の円板状体搬送装置２０を下方内部に設けて回収するよ
うにしたものである。該円板状体搬送装置２０は、両端側の遊技台枠４の側面フレームに
設けた取付け金具（図示せず）にて装着自在と成すように取付けられている。
【００２６】
尚、ここでの円板状体搬送装置２０は、遊技台１内部のメダル類貯留部１ａら溢れた円板
状体のメダル類Ｍを回収する用途に採用した説明としたが、遊技台枠４内の上方内部に水
平状態の円板状体搬送装置２０を上方内部に設けて島端のメダル類供給部（図示せず）か
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ら各遊技台ユニット２のメダル類貯留部１ａに補給する用途に採用しても良い。
【００２７】
前記円板状体搬送装置２０を遊技台ユニット２の下方内部に水平状態に装着（取付け）す
るにあたっては、円板状体搬送装置２０の一端側を遊技台枠４に設けた取付け金具（図示
せず）に取付け、一方、他端側は島端の取付け枠台に設けた取付け金具（図示せず）に水
平状態を保つよう島長さに応じた無端ベルト２５を張架して取付ける。
【００２８】
次に、円板状体搬送装置２０の構成について説明する。該円板状体搬送装置２０は、搬送
フレーム１２の一端と他端に従動プーリ２４とテンションプーリ２４ａ、２４ｂ、２４ｃ
及び駆動プーリ２３を回転自在に軸支し、該従動プーリ２４及び駆動プーリ２３に遊技島
５と略同じ長さを有した水平状態から成る無端ベルト２５を巻回して張架させ、他端側に
設けた駆動モータ２７にて駆動させるように成っている。このようにして円板状体搬送装
置２０は、略中央部に設けたメダル類流入ホース１ｂと遊技台１のメダル類貯留部１ａと
が連結されているため、メダル類貯留部１ａから溢れ出たメダル類Ｍはメダル類流入ホー
ス１ｂ内を流下して無端ベルト２５上に乗載して搬送され、順次下流側に搬送されるよう
に成っている。そして、最も下流側に設けた円板状体搬送装置２０の下部に設けられた円
板状体回収箱３０に各遊技台１のメダル類貯留部１ａから溢れたメダル類Ｍをここに一括
回収（集積）されるのである。尚、ここでの円板状体搬送装置２０は遊技台１のメダル類
貯留部１ａから溢れ出たメダル類Ｍを回収する説明としたが、遊技台１（例えば、パチン
コ台）と遊技媒体貸出機（例えば、貨幣台間玉貸機）に投入された円板状体の硬貨類（例
えば、１００円硬貨、５００円硬貨）を回収するものとして採用しても良い。尚、上記し
た円板状体搬送装置１０及び円板状体搬送装置２０の構成に限定されるものでない。
【００２９】
次に、上記した円板状体搬送装置２０の他端側の任意の位置に設けた円板状体排除手段１
１について説明する。円板状体排除手段１１は、円板状体搬送装置２０の他端側寄りの駆
動プーリ２３の直前の任意の位置や個数（ここでは、一個所）に設けるのが有効的である
が特に設ける位置や個数を限定するものでない。該円板状体搬送装置２０のように一本で
長い無端ベルト２５を巻回して張架させた場合、円板状体排除手段１１を二個所（例えば
、中央付近と島端付近）に設ければよりメダル類Ｍを排除させることが出来る。尚、円板
状体排除手段１１は無端ベルト２５の裏面に侵入した円板状体であるメダル類Ｍや硬貨類
を排除させるものであるが、時には無端ベルト２５の裏面にネジや研磨粒の異物等も侵入
するときもあるが、該円板状体排除手段１１によって排除される。前記円板状体排除手段
１１の詳細な説明については上述したのでここでの説明は省略する。
【００３０】
よって、仮に無端ベルト２５の裏面にメダル類Ｍが侵入しても直前の位置で排除されるの
で、駆動プーリ２３側に搬送されることがなくなり、無端ベルト２５の裏面に侵入したメ
ダル類Ｍのために無端ベルト２５が損傷、切断したりすることなく、駆動プーリ２３も破
損せず、駆動モータ２７が焼損したりするトラブル（故障）が未然に防止され、円板状体
搬送装置２０のトラブルが完全になくなり、遊技台１の使用を中止にすることなく、修復
するにあたっても顧客に離席してもらう等、顧客に迷惑をかけることがなく営業すること
が出来るように成る。尚、図示しないが円板状体搬送装置２０本体に設けた円板状体排除
手段１１の円板状体排出口１１ｂから（外部）に排除されたメダル類Ｍはジャバラ樋等を
介して円板状体回収箱等（図示せず）内に回収されるので遊技島５内で散乱することがな
い。また、円板状体排出口１１ｂ付近に検出手段の検出センサ（図示せず）を設け、外部
の報知手段と接続すれば、円板状体排出口１１ｂから（外部）にメダル類Ｍを排除された
ことが分かる。つまり、外部に報知されたことによってメダル類Ｍが排除された実態を把
握することに出来る訳で円板状体搬送装置２０に張架させている無端ベルト２５が撓んで
いることが発見出来、早期に修復するタイミングを図ることが出来るのである。
【００３１】
【発明の効果】
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以上の説明で明らかなように、本発明の請求項１記載の円板状体搬送装置によれば、円板
状体のメダル類又は硬貨類を円板状体搬送装置の搬送フレーム内に乗載している搬送する
途中において撓んだ生じた隙間から円板状体のメダル類又は硬貨類が無端ベルトの裏面に
侵入して（潜り込んで）も、搬送方向一端又は他端のプーリの直前の任意の位置に設けた
開口部の山形状の傾斜部の斜面から側壁に設けた円板状体排出口から滑り落ち、該円板状
体排出口から円板状体搬送装置の外部に排出されるためプーリ側に搬送されることがなく
なる。従って、無端ベルトの裏面に侵入した円板状体のメダル類又は硬貨類のために無端
ベルトが損傷、切断したりすることなく、プーリも破損せず、駆動モータが焼損したりす
るトラブル（故障）が未然に防止される。よって、円板状体搬送装置によるトラブルが完
全になくなり、遊技台又は遊技媒体貸出機も使用中止にすることなく、修復するにあたっ
ても顧客に離席してもらう等、顧客に迷惑をかけることがなく営業することが出来る効果
を有している。
【図面の簡単な説明】
【図１】遊技台ユニットを並設した遊技島に該遊技台ユニットと略同一長さの円板状体搬
送装置を備えた正面図である。
【図２】円板状体搬送装置に設けた円板状体排除手段の断面図である。
【図３】円板状体搬送装置に設けた円板状体排除手段の状態斜視図である。
【図４】円板状体搬送装置の円板状排除手段以外の断面図である。
【図５】遊技台ユニットを並設した遊技島に該遊技島と略同一長さの円板状体搬送装置を
備えた正面図である。
【符号の説明】
１　　　遊技台（例えば、パチスロ台）
２　　　遊技台ユニット
３　　　遊技媒体貸出機（例えば、台間メダル類貸出機）
４　　　遊技台枠
１０　　円板状体搬送装置
１１　　円板状体排除手段
１１Ａ　開口部
１１ａ　傾斜部
１１ｂ　円板状体排出口
１２　　搬送フレーム
１２ａ　搬送面
１３　　駆動プーリ（他端側）
１４　　従動プーリ（一端側）
１５　　無端ベルト
１７　　駆動モータ
２０　　円板状体搬送装置
２５　　無端ベルト
Ｍ　　　円板状体（例えば、メダル類）
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